
（
序
論
）

安
芸
守
定
が
本
邦
最
古
の
女
科
専
門
医
と
し
て
、
室
町
時
代
初
期

に
多
く
の
業
績
と
伝
説
的
な
逸
話
を
の
こ
し
て
い
る
こ
と
は
、
す
で

に
『
日
本
医
学
史
』
（
富
士
川
勝
）
、
『
日
本
女
科
史
』
（
佐
伯
理
一
郎
）

他
、
い
く
つ
か
の
文
献
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

延
文
三
年
（
一
三
五
八
）
、
守
定
が
二
代
将
軍
足
利
義
詮
の
側
室
紀

良
子
の
懐
妊
に
際
し
て
、
無
事
出
産
せ
し
め
た
の
が
三
代
将
軍
義
満

で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
功
に
よ
り
、
尚
薬
に
任
ぜ
ら
れ
、

以
後
足
利
家
お
よ
び
宮
中
の
産
事
を
取
り
扱
う
こ
と
に
な
り
、
代
々

そ
の
事
業
を
継
承
し
た
。

そ
の
後
、
四
代
安
芸
守
宣
の
と
き
、
文
明
六
年
（
一
四
七
四
）
禁
中

に
出
し
た
古
文
書
に
北
小
路
左
京
亮
と
記
し
て
以
来
、
北
小
路
姓
を

名
の
る
こ
と
に
な
る
（
当
時
屋
敷
の
あ
っ
た
地
名
か
ら
と
っ
た
も
の
と
い

一
般
口
演安

芸
守
定
と
安
芸
家
（
北
小
路
家
）

に
つ
い
て

北
小
路
博
央

室
町
幕
府
崩
壊
後
も
北
小
路
家
代
々
は
京
都
に
在
住
し
、
安
土
桃

山
、
江
戸
、
現
代
に
至
る
ま
で
医
業
（
主
と
し
て
産
婦
人
科
、
十
八
代

貞
網
は
内
科
を
標
傍
、
二
十
一
代
よ
り
当
代
は
外
科
）
を
継
承
し
た
。

現
在
、
当
家
に
現
存
す
る
古
文
書
や
諸
家
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
こ

の
間
代
為
の
当
主
が
医
業
を
継
い
だ
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く

て
、
医
史
学
上
興
味
の
あ
る
い
く
つ
か
の
業
績
を
の
こ
し
た
こ
と
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
、
家
系
図
（
略
）

二
、
守
定
の
龍
神
伝
説
と
家
伝
薬
「
神
仙
散
」
に
つ
い
て

龍
神
伝
説
に
つ
い
て
は
、
黒
川
道
祐
の
『
雍
州
府
志
』
（
貞
享
元
年

・
ニ
ハ
八
四
）
に
詳
細
な
記
載
が
あ
る
。
こ
の
と
き
守
定
が
龍
神
よ

り
授
っ
た
と
さ
れ
る
秘
方
が
神
仙
散
で
あ
る
。
本
薬
は
産
前
産
後
薬

で
一
子
相
伝
の
秘
薬
と
さ
れ
、
永
禄
十
二
年
（
一
五
六
九
）
室
町
幕
府

（
十
五
代
義
昭
）
よ
り
そ
の
専
売
権
を
保
証
す
る
奉
行
人
連
署
奉
書
を

授
け
ら
れ
て
い
る
。
現
存
す
る
こ
の
文
書
は
、
本
邦
売
薬
官
許
の
濫

鵤
（
『
日
本
女
科
史
』
）
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。
神
仙
散
は
明
治
の

頃
に
も
、
な
お
家
伝
薬
と
し
て
市
中
で
売
買
さ
れ
て
い
た
記
録
が
の

こ
っ
て
い
て
、
そ
の
処
方
、
効
能
書
も
現
存
す
る
。

わ
れ
て
い
る
）
。
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三
、
「
安
芸
家
御
産
所
日
記
」
に
つ
い
て

永
享
三
年
（
一
四
三
四
）
よ
り
永
禄
三
年
（
一
五
六
○
）
に
至
る
百
二

十
六
年
間
の
足
利
家
に
関
す
る
産
事
を
安
芸
氏
が
書
き
の
こ
し
た
記

録
で
、
三
巻
が
現
存
す
る
。
そ
の
全
文
は
塙
保
己
一
の
『
群
害
類

従
』
二
十
三
輯
に
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
の
対
比
に
つ

い
て
は
後
日
に
ゆ
ず
り
た
い
。

記
録
は
六
代
将
軍
義
教
の
嫡
男
義
勝
（
七
代
将
軍
）
の
誕
生
に
始
ま

り
十
三
代
将
軍
義
輝
の
誕
生
ま
で
で
、
足
利
家
系
図
の
中
で
八
人

（
う
ち
将
軍
職
つ
い
た
も
の
五
人
ｌ
義
勝
⑦
、
義
政
⑧
、
義
尚
⑨
、
義
植
⑩
、

義
輝
⑬
）
の
名
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
時
代
に
お
け
る
御
産

所
の
由
来
、
将
軍
家
と
近
習
と
の
関
係
、
出
産
に
関
す
る
儀
式
や
そ

の
際
に
用
い
る
調
度
の
詳
細
な
ど
、
室
町
時
代
の
政
治
史
、
生
活
文

化
史
を
究
め
る
上
で
非
常
に
興
味
の
あ
る
資
料
で
あ
る
が
、
御
産
所

医
師
安
芸
氏
の
手
で
記
さ
れ
た
も
の
と
し
て
は
、
出
産
に
つ
い
て
の

医
学
的
記
載
が
全
く
な
い
の
が
残
念
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の

百
二
十
六
年
間
は
安
芸
家
三
代
守
家
か
ら
九
代
貞
種
ま
で
に
当
る
。

四
、
天
保
飢
鰹
に
お
け
る
三
条
河
原
救
小
屋
に
つ
い
て

一
部
で
渡
辺
聿
山
の
作
と
伝
え
ら
れ
る
「
荒
蔵
流
民
救
伽
図
」

（
十
一
図
）
に
そ
え
ら
れ
た
略
記
に
、
華
山
の
署
名
で
「
天
保
八
年

（
一
八
三
七
）
二
月
、
京
の
教
諭
所
儒
師
北
小
路
大
学
助
が
同
志
を
つ

の
り
、
小
屋
を
か
け
て
飢
餓
の
流
民
に
衣
食
医
薬
を
与
え
た
」
と
記

さ
か
え

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
大
学
助
が
十
六
代
貞
一
（
寵
）
で
あ
り
、
儒
医

と
し
て
つ
と
に
京
師
で
高
名
で
あ
っ
た
。
貞
一
は
天
保
八
年
に
は
七

十
三
歳
、
す
で
に
従
四
位
上
の
高
位
に
あ
り
、
そ
の
年
齢
を
感
じ
さ

せ
な
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
と
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
に
は
、
ま
さ
に
驚
嘆

す
べ
き
も
の
が
あ
る
。

当
家
に
現
存
す
る
「
荒
蔵
流
民
救
仙
図
」
は
、
明
治
三
十
二
年
に

原
図
の
所
蔵
者
が
同
学
の
士
に
配
っ
た
と
さ
れ
る
写
し
の
一
つ
で
あ

る
。
こ
の
添
書
に
は
華
山
の
手
で
画
か
れ
た
も
の
と
あ
る
が
、
華
山

研
究
家
の
間
で
は
、
華
山
は
こ
の
頃
江
戸
に
在
住
し
て
お
り
、
画
風

か
ら
象
て
も
華
山
の
筆
と
は
考
え
難
い
と
い
う
こ
と
が
定
説
に
な
っ

て
い
る
。

救
小
屋
の
よ
み
方
で
あ
る
が
、
同
図
に
は
「
教
諭
所
す
く
い
小

や
‐
一
と
書
い
た
提
灯
が
画
か
れ
て
い
る
。
他
の
文
献
に
翠
ら
れ
る

「
お
た
す
け
小
屋
」
と
い
う
よ
み
方
は
施
療
を
受
け
た
窮
民
側
の
よ

び
名
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
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安
芸
守
定
以
来
、
現
在
に
至
る
ま
で
の
安
芸
家
（
北
小
路
家
）
代
左

の
医
家
と
し
て
の
業
績
の
中
、
の
こ
さ
れ
た
資
料
や
諸
家
の
文
献
か

ら
今
日
ま
で
に
知
り
得
た
も
の
を
述
べ
た
。
今
回
の
発
表
は
そ
の
一

部
に
す
ぎ
ず
、
今
後
更
に
解
明
に
力
を
つ
く
し
た
い
。

（
北
小
路
外
科
医
院
）

（
結
語
）

こ
の
た
び
岩
波
書
店
よ
り
倉
ぐ
○
○
シ
固
く
Ｆ
シ
屍
胃
○
己
少
目
ｚ
ｏ
Ｏ
シ

己
国
国
弔
委
冨
８
冒
騨
号
。
冨
箇
３
。
①
冒
呼
同
首
唱
⑦
い
》
》
（
ポ
ル
ト
ガ
ル

語
の
説
明
を
付
し
た
る
日
本
語
辞
書
）
の
日
本
語
訳
が
刊
行
さ
れ
た
。

イ
エ
ズ
ス
会
に
お
け
る
日
本
語
研
究
は
、
一
五
五
○
年
代
の
イ
ル

マ
ン
・
シ
ル
バ
に
よ
る
文
典
と
辞
書
の
編
墓
に
始
ま
る
が
、
布
教
の

た
め
の
最
初
の
準
備
と
し
て
日
本
語
修
得
に
乗
り
出
し
た
各
宣
教
師

の
個
人
的
な
研
究
が
積
承
重
ね
ら
れ
て
誕
生
し
た
の
が
、
こ
の
長
崎

版
『
日
葡
辞
典
』
で
あ
る
。
時
に
、
一
六
○
三
年
で
あ
っ
た
。

収
録
語
総
数
三
万
二
千
二
百
九
十
三
語
に
達
す
る
こ
の
辞
典
は
、

特
に
西
日
本
地
域
の
話
し
言
葉
を
中
心
に
し
た
中
世
か
ら
近
世
に
か

け
て
の
各
層
の
日
本
語
を
反
映
し
出
し
た
非
常
に
貴
重
な
資
料
と
さ

日
葡
辞
典
か
ら
見
た

安
土
桃
山
時
代
の
医
学

一
、
医
療
用
具

前大亀

槻川

節
子彰

久
太
郎

（24） 166


